
　　全国的に局地的大雨や集中豪雨などのいわゆるゲリラ豪雨が多発している。
　　本県においても、平成30年７月豪雨においては、安芸市や大豊町、宿毛市などで
　急激に雨が強く降りはじめ、１時間雨量が100mmを超す猛烈な雨が観測され、大
　きな被害が生じた。
　　このような加速度的に急激に強くなるゲリラ豪雨（加速度的なゲリラ豪雨　）は今
　後とも発生することが考えられることから、本県における基本的な対応（ﾀｲﾑﾗｲﾝ）に
　ついてまとめた。

※

加速度的に急激に強くなるゲリラ豪雨への基本的な対応
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高知地方気象台 高　知　県
（災害対策本部事務局） 　　　　　市　町　村

防災支援メールなど
気象情報を提供
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市町村へ電話連絡
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避難所への避難

自宅内での避難
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　部屋へ移動】

近隣のより安全な場所
への避難

記録的短時間大雨
情報を発表

さらに豪雨が続く場合など、気象情報に応じて
避難指示（緊急）を発令

大雨特別警報を発表

数年に一度程度の短時間の大雨を
「観測」又は「解析」した時に発表

避難所の準備（早めに対応）

※加速度的なゲリラ豪雨：時間雨量80mmを超える猛烈な雨が加速度がかかるように急に降りはじめ、同じような場所で短時間降り続く豪雨。
　　　　　　　　　　　　　　　　それまでの累計雨量が小さくても、急激に雨量が増えることから、河川や水路が短時間で増水したり、土砂災害が発
　　　　　　　　　　　　　　　　生する危険性が高まる。（気象用語ではありません）

①気象レーダー画像（線状降水帯の例）

高知地方気象台提供

②水防システムによる例
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高知県危機管理部 
危機管理・防災課

配備体制（気象情報を基に、早めに配備）

住　民

より遠く !!

気象情報等を注視
　①気象台HP（気象レーダー等）　②水防システム（雨量計、水位計等）など

加速度的なゲリラ豪雨を確認
(1)気象台HP
気象レーダーで同じ場所に赤紫色を含む線状降水帯の30分程度の停滞を確認
(2)水防システム
時間80mmを超える雨量を関係流域の雨量計で観測

加速度的な
ゲリラ豪雨
の発生！

速やかに、躊躇することなく 避難勧告 を発令

避難準備・高齢者等避難開始　を発令

市町村へ電話連絡 県から情報連絡員を派遣

外出が危険
な場合

平成30年8月作成
平成31年4月一部修正

大雨特別警報の事前情報 市町村へ電話連絡
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災害が発生！

はん濫危険水位

水位が急上昇
はん濫危険水位
超過

（　タ イ ム ラ イ ン　）
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